檄
このままでいいのか！今、私たちの投票で流れを変えよう！
本日、第47回衆議院選挙の公示日を迎え、師走決戦の火ぶたは切られた。   11月21日（金）に衆議院が解散されておよそ2週間、短期間でのこれまでの  皆さんの選挙戦本番に向けた準備活動に敬意を表する。
これまでの約2年の安倍政権による経済運営の失敗を正し、格差拡大を助長 する新自由主義にもとづく成長戦略を改めさせるには、連合推薦候補者の全員　当選を目指し、流れを変えていくことが不可欠である。
　連合推薦の民主党候補者がいる小選挙区では、民主党候補者の浸透を広く　　はかるとともに、比例代表でも必ず民主党に投票することを徹底しよう！
連合推薦の民主党候補者がいない小選挙区では、組合員の一人ひとりまで　「比例代表は民主党」を徹底していこう！そして、小選挙区については、　　　　「1強にNO！」の意思を示していこう！
「このままでいいのか！今、私たちの投票で流れを変えよう！」
投票率の低下は相手の思うツボだ。明日からは毎日が投票日である。　　　　連合674万組合員の総行動を促すため、期日前投票の奨励を徹底しよう！
われわれの衆議院選挙の闘いは、これからが本番であり、残された時間は　　皆同じである。12月14日（日）の投票日に向けて、これからの選挙期間中、  連合本部、構成組織、地方連合会、地協、単組に集う仲間の努力を結集して、 悔いのない闘いを挑もう！
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